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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　木部の表面にシェラックニス層が形成され、前記シェラックニス層が加熱硬化されてな

ることを特徴とする楽器。

【請求項２】

加熱硬化されたシェラックニス層の上にオイルニス層が形成されてなることを特徴とする

請求項１記載の楽器。

【請求項３】

　楽器が、楽弓、擦弦楽器または撥弦楽器とされてなることを特徴とする請求項１また２

記載の楽器。

【請求項４】

　木部の表面にシェラックニス層を形成する工程と、前記シェラックニス層を加熱硬化さ

せる工程とを含むことを特徴とする楽器の作成法。

【請求項５】

　加熱硬化させられたシェラックニス層の上にオイルニス層を形成する工程が付加されて

いることを特徴する請求項４記載の楽器の作成法。

【請求項６】

　加熱温度が摂氏３１０度を超えないようにされていることを特徴とする請求項４記載の

楽器の作成法。

【請求項７】
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　 加 熱 温 度 が 摂 氏 ２ ０ ０ 度 を 下 回 ら な い よ う に さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 記 載

の 楽 器 の 作 成 法 。

【 請 求 項 ８ 】

　 加 熱 の 際 の ず れ を 防 止 す る た め に 接 着 部 を ク ラ ン プ す る 工 程 が 付 加 さ れ て い る こ と を 特

徴 す る 請 求 項 ４ 記 載 の 楽 器 の 作 成 法 。

【 請 求 項 ９ 】

　 所 定 期 間 の 養 生 を な す 工 程 が 付 加 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ま た ５ 記 載 の 楽

器 の 作 成 法 。

【 請 求 項 １ ０ 】

　 楽 器 が 、 楽 弓 、 擦 弦 楽 器 ま た は 撥 弦 楽 器 と さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ま た ５

記 載 の 楽 器 の 作 成 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 楽 器 お よ び そ の 作 成 法 に 関 す る 。 さ ら に 詳 し く は 、 倍 音 成 分 が 増 加 し 音 質 お よ

び 迫 力 が 向 上 し て な る 楽 器 お よ び そ の 作 成 法 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 従 来 よ り 、 楽 弓 、 擦 弦 楽 器 、 撥 弦 楽 器 な ど の 楽 器 に お い て は 、 楽 器 の 木 部 表 面 は 、 楽 器

の 保 護 、 美 観 の 向 上 お よ び 音 質 の 向 上 を 目 的 と し て い わ ゆ る ニ ス と 称 さ れ る 塗 料 に よ る 塗

装 が な さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 使 用 さ れ る ニ ス に は 、 亜 熱 帯 に 生 息 す る 昆 虫 の 分 泌 物 、 シ ェ ラ ッ ク を 主 成 分 と し て 弾 力

性 を 付 与 す る た め に 少 量 の ゴ ム を 添 加 し た も の を ア ル コ ー ル に 溶 解 し て な る シ ェ ラ ッ ク ニ

ス (ア ル コ ー ル ニ ス )と 、 松 脂 を 主 成 分 と し て 弾 力 性 を 付 与 す る た め に 少 量 の ゴ ム を 添 加 し

た も の を テ レ ピ ン 油 な ど の オ イ ル に 溶 解 し て な る ニ ス (オ イ ル ニ ス )と が 存 在 す る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

ま た 、 バ イ オ リ ン 等 に お い て は 、 高 い 周 波 数 の 倍 音 を 出 現 さ せ る こ と に よ り 、 格 別 の 美 し

い 音 色 お よ び 迫 力 を 出 現 さ せ る こ と が で き る こ と が 知 ら れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 し か し な が ら 、 塗 装 を い か に す れ ば 高 い 周 波 数 の 倍 音 を 出 現 さ せ る こ と が で き る か は 知

ら れ て い な い 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 な お 、 特 許 文 献 １ に お い て は 、 楽 器 の 美 観 を 向 上 さ せ る と と も に 音 質 の 向 上 を 図 る こ と

を 目 的 と し た 擦 弦 楽 器 用 塗 料 組 成 物 お よ び 塗 膜 構 造 の 提 案 が な さ れ て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ６ － ３ １ ６ １ ６ １ 号 公 報

【 発 明 の 開 示 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 発 明 は か か る 従 来 技 術 の 課 題 に 鑑 み な さ れ た も の で あ っ て 、 塗 装 に よ り 高 い 周 波 数 の

倍 音 が 出 現 可 能 と さ れ た 楽 器 お よ び そ の 作 成 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 発 明 の 楽 器 は 、 木 部 の 表 面 に シ ェ ラ ッ ク ニ ス 層 が 形 成 さ れ 、 前 記 シ ェ ラ ッ ク ニ ス 層 が

加 熱 硬 化 さ れ て な る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

本 発 明 の 楽 器 に お い て は 、 加 熱 硬 化 さ れ た シ ェ ラ ッ ク ニ ス 層 の 上 に オ イ ル ニ ス 層 が 形 成 さ
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れ て い て も よ い 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 一 方 、 本 発 明 の 楽 器 の 作 成 法 は 、 木 部 の 表 面 に シ ェ ラ ッ ク ニ ス 層 を 形 成 す る 工 程 と 、 前

記 シ ェ ラ ッ ク ニ ス 層 を 加 熱 硬 化 さ せ る 工 程 と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 本 発 明 の 楽 器 の 作 成 法 に お い て は 、 加 熱 硬 化 さ せ ら れ た シ ェ ラ ッ ク ニ ス 層 の 上 に オ イ ル

ニ ス 層 を 形 成 す る 工 程 が 付 加 さ れ て い て も よ い 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 ま た 、 本 発 明 の 楽 器 の 作 成 法 に お い て は 、 加 熱 温 度 が 摂 氏 ３ １ ０ 度 を 超 え な い よ う に さ

れ て い る の が 好 ま し い 。 そ の 場 合 、 加 熱 温 度 が 摂 氏 ２ ０ ０ 度 を 下 回 ら な い よ う に さ れ て い

る の が さ ら に 好 ま し い 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 ま た 、 本 発 明 の 楽 器 の 作 成 法 に お い て は 、 加 熱 の 際 の ず れ を 防 止 す る た め に 接 着 部 を ク

ラ ン プ す る 工 程 が 付 加 さ れ て い る の が 好 ま し い 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 ま た 、 本 発 明 の 楽 器 の 作 成 法 に お い て は 、 所 定 期 間 の 養 生 を な す 工 程 が 付 加 さ れ て い る

の が 好 ま し い 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 し か し て 、 本 発 明 に お い て は 、 楽 器 は 、 楽 弓 、 擦 弦 楽 器 ま た は 撥 弦 楽 器 と さ れ る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ７ 】

　 本 発 明 は 前 記 の 如 く 構 成 さ れ て い る の で 、 倍 音 成 分 が 増 加 し 音 質 お よ び 迫 力 が 向 上 す る

と い う 優 れ た 効 果 を 奏 す る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ８ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 楽 器 の 作 成 法 の 概 略 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 １ な い し ３ に 係 る 楽 器 の 作 成 法 の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。

【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 ４ 係 る 楽 器 の 作 成 法 の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。

【 図 ４ 】 主 ク ラ ン プ の 概 略 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 側 板 ク ラ ン プ の 概 略 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 試 験 例 １ お よ び 比 較 試 験 例 １ の 波 形 を 示 す グ ラ フ 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 試 験 例 ２ お よ び 比 較 試 験 例 ２ の 波 形 を 示 す グ ラ フ 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 試 験 例 ３ お よ び 比 較 試 験 例 ３ の 波 形 を 示 す グ ラ フ 図 で あ る 。

【 図 ９ 】 試 験 例 ４ お よ び 比 較 試 験 例 ４ の 波 形 を 示 す グ ラ フ 図 で あ る 。

【 図 １ ０ 】 試 験 例 ５ お よ び 比 較 試 験 例 ５ の 波 形 を 示 す グ ラ フ 図 で あ る 。

【 図 １ １ 】 試 験 例 ６ お よ び 比 較 試 験 例 ６ の 波 形 を 示 す グ ラ フ 図 で あ る 。

【 図 １ ２ 】 試 験 例 ７ お よ び 比 較 試 験 例 ７ の 波 形 を 示 す グ ラ フ 図 で あ る 。

【 図 １ ３ 】 試 験 例 ８ お よ び 比 較 試 験 例 ８ の 波 形 を 示 す グ ラ フ 図 で あ る 。

【 図 １ ４ 】 試 験 例 ９ お よ び 比 較 試 験 例 ９ の 波 形 を 示 す グ ラ フ 図 で あ る 。

【 図 １ ５ 】 試 験 例 １ ０ お よ び 比 較 試 験 例 １ ０ の 波 形 を 示 す グ ラ フ 図 で あ る 。

【 図 １ ６ 】 試 験 例 １ １ お よ び 比 較 試 験 例 １ １ の 波 形 を 示 す グ ラ フ 図 で あ る 。

【 図 １ ７ 】 試 験 例 １ ２ お よ び 比 較 試 験 例 １ ２ の 波 形 を 示 す グ ラ フ 図 で あ る 。

【 図 １ ８ 】 試 験 例 １ ３ お よ び 比 較 試 験 例 １ ３ の 波 形 を 示 す グ ラ フ 図 で あ る 。

【 図 １ ９ 】 試 験 例 １ ４ お よ び 比 較 試 験 例 １ ４ の 波 形 を 示 す グ ラ フ 図 で あ る 。

【 図 ２ ０ 】 試 験 例 １ ５ お よ び 比 較 試 験 例 １ ５ の 波 形 を 示 す グ ラ フ 図 で あ る 。

【 図 ２ １ 】 試 験 例 １ ６ お よ び 比 較 試 験 例 １ ６ の 波 形 を 示 す グ ラ フ 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ９ 】

　 以 下 、 添 付 図 面 を 参 照 し な が ら 本 発 明 を 実 施 形 態 に 基 づ い て 説 明 す る が 、 本 発 明 は か か

る 実 施 形 態 の み に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
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【 ０ ０ ２ ０ 】

　 概 要

　 本 発 明 は 、 シ ェ ラ ッ ク を ア ル コ ー ル に 溶 解 さ せ た シ ェ ラ ッ ク ニ ス を 、 楽 弓 、 擦 弦 楽 器 、

撥 弦 楽 器 な ど の 楽 器 の 木 部 に 塗 布 し (図 １ （ ａ ） 参 照 )、 つ い で 所 定 の 加 熱 処 理 (図 １ （ ｂ

） 参 照 )に よ り シ ェ ラ ッ ク ニ ス を 硬 化 さ せ て ニ ス 層 を 形 成 し て 音 質 の 向 上 を 図 る も の で あ

る 。 な お 、 前 記 説 明 か ら 明 ら か な よ う に 、 本 明 細 書 に お い て は 「 楽 器 」 は 「 楽 弓 」 を 含 む

も の と す る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 実 施 形 態 １

　 図 ２ を 参 照 し な が ら 、 本 発 明 の 実 施 形 態 １ に 係 る 楽 器 の 作 成 法 に つ い て 説 明 す る 。 な お

、 本 実 施 形 態 に お い て 、 楽 器 は 楽 弓 と さ れ て い る 。 ま た 、 図 中 の 符 号 Ｓ １ な い し Ｓ ５ は 、

ス テ ッ プ 番 号 を 示 す 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 ス テ ッ プ １ ： シ ェ ラ ッ ク を ア ル コ ー ル に 溶 解 し て な る シ ェ ラ ッ ク ニ ス を 木 棹 表 面 に 下 塗

り す る 。 下 塗 り は 、 刷 毛 塗 り ま た は タ ン ポ 擦 り に よ り 行 う 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 ス テ ッ プ ２ ： 下 塗 り と 同 じ シ ェ ラ ッ ク ニ ス に よ り 上 塗 り す る 。 上 塗 り は 、 下 塗 り と 同 様

に 刷 毛 塗 り ま た は タ ン ポ 擦 り に よ り 行 う 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 ス テ ッ プ ３ ： 上 塗 り し た 木 棹 表 面 を ヒ ー ト ガ ン に よ り 加 熱 し て シ ェ ラ ッ ク ニ ス を 硬 化 さ

せ る 。 加 熱 は 、 加 熱 温 度 が 摂 氏 ３ １ ０ 度 を 超 え な い よ う 加 熱 時 間 、 お よ び ヒ ー ト ガ ン と 木

棹 と の 距 離 を ２ ｃ ｍ か ら ５ ｃ ｍ の 間 に 調 節 し な が ら 行 う 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 ス テ ッ プ ４ ： 過 乾 燥 を 防 止 す る た め 水 砥 ぎ す る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 ス テ ッ プ ５ ： 所 定 期 間 養 生 す る 。 加 熱 に よ る 木 棹 の 含 水 率 の 低 下 を 排 除 す る た め で あ る

。 な お 、 所 定 期 間 は 、 ６ ０ 日 以 上 と す る の が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 得 ら れ た 楽 弓 に よ り バ イ オ リ ン の Ａ 線 お よ び Ｅ 線 の 発 音 を Ｗ Ａ Ｖ 形 式 に て 録 音 保 存 し 、

解 析 ソ フ ト ａ ｕ ｄ ａ ｃ ｉ ｔ ｙ に よ り 調 べ た 。 そ の 結 果 、 発 音 が 従 前 の も の に 比 し て 明 瞭 と

な っ て 音 質 の 向 上 が 認 め ら れ た 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 実 施 形 態 ２

　 図 ２ を 参 照 し な が ら 、 本 発 明 の 実 施 形 態 ２ に 係 る 楽 器 の 作 成 法 に つ い て 説 明 す る 。 な お

、 本 実 施 形 態 に お い て 、 楽 器 は バ イ オ リ ン と さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 ス テ ッ プ １ ： シ ェ ラ ッ ク を ア ル コ ー ル に 溶 解 し て な る シ ェ ラ ッ ク ニ ス を 表 板 お よ び 裏 板

に 下 塗 り す る 。 下 塗 り は 、 刷 毛 塗 り ま た は タ ン ポ 擦 り に よ り 行 う 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 ス テ ッ プ ２ ： 下 塗 り と 同 じ シ ェ ラ ッ ク ニ ス に よ り 上 塗 り す る 。 上 塗 り は 、 下 塗 り と 同 様

に 刷 毛 塗 り ま た は タ ン ポ 擦 り に よ り 行 う 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 ス テ ッ プ ３ ： 上 塗 り し た 表 板 お よ び 裏 板 を ヒ ー ト ガ ン に よ り 加 熱 し て シ ェ ラ ッ ク ニ ス を

硬 化 さ せ る 。 加 熱 は 、 加 熱 温 度 が 摂 氏 ３ １ ０ 度 を 超 え な い よ う 加 熱 時 間 、 お よ び ヒ ー ト ガ

ン と 表 板 お よ び 裏 板 と の 距 離 を 調 節 し な が ら 行 う 。 な お 、 加 熱 ・ 硬 化 工 程 の 詳 細 に つ い て

は 後 述 す る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 ス テ ッ プ ４ ： 過 乾 燥 を 防 止 す る た め 水 砥 ぎ す る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 ス テ ッ プ ５ ： 所 定 期 間 養 生 す る 。 加 熱 に よ る 表 板 、 側 板 お よ び 裏 板 の 含 水 率 低 下 を 排 除
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す る た め で あ る 。 な お 、 所 定 期 間 は 、 ６ ０ 日 以 上 と す る の が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 得 ら れ た バ イ オ リ ン の Ａ 線 お よ び Ｅ 線 の 発 音 を Ｗ Ａ Ｖ 形 式 に て 録 音 保 存 し 、 解 析 ソ フ ト

ａ ｕ ｄ ａ ｃ ｉ ｔ ｙ に よ り 調 べ た 。 そ の 結 果 、 発 音 が 従 前 の も の に 比 し て 明 瞭 と な っ て 音 質

の 向 上 が 認 め ら れ た 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 実 施 形 態 ３

　 図 ２ を 参 照 し な が ら 、 本 発 明 の 実 施 形 態 ３ に 係 る 楽 器 の 作 成 法 に つ い て 説 明 す る 。 な お

、 本 実 施 形 態 に お い て 、 楽 器 は ギ タ ー と さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 ス テ ッ プ １ ： シ ェ ラ ッ ク を ア ル コ ー ル に 溶 解 し て な る シ ェ ラ ッ ク ニ ス を 表 板 お よ び 裏 板

に 下 塗 り す る 。 下 塗 り は 、 刷 毛 塗 り ま た は タ ン ポ 擦 り に よ り 行 う 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 ス テ ッ プ ２ ： 下 塗 り と 同 じ シ ェ ラ ッ ク ニ ス に よ り 上 塗 り す る 。 上 塗 り は 、 下 塗 り と 同 様

に 刷 毛 塗 り ま た は タ ン ポ 擦 り に よ り 行 う 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 ス テ ッ プ ３ ： 上 塗 り し た 表 板 お よ び 裏 板 を ヒ ー ト ガ ン に よ り 加 熱 し て シ ェ ラ ッ ク ニ ス を

硬 化 さ せ る 。 加 熱 は 、 加 熱 温 度 が 摂 氏 ３ １ ０ 度 を 超 え な い よ う 加 熱 時 間 、 お よ び ヒ ー ト ガ

ン と 表 板 お よ び 裏 板 と の 距 離 を 調 節 し な が ら 行 う 。 な お 、 加 熱 ・ 硬 化 工 程 の 詳 細 に つ い て

は 後 述 す る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 ス テ ッ プ ４ ： 過 乾 燥 を 防 止 す る た め 水 砥 ぎ す る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 ス テ ッ プ ５ ： 所 定 期 間 養 生 す る 。 加 熱 に よ る 表 板 、 側 板 お よ び 裏 板 の 含 水 率 低 下 を 排 除

す る た め で あ る 。 な お 、 所 定 期 間 は 、 ６ ０ 日 以 上 と す る の が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 得 ら れ た ギ タ ー の Ａ 線 お よ び Ｅ 線 の 発 音 を Ｗ Ａ Ｖ 形 式 に て 録 音 保 存 し 、 解 析 ソ フ ト ａ ｕ

ｄ ａ ｃ ｉ ｔ ｙ に よ り 調 べ た 。 そ の 結 果 、 発 音 が 従 前 の も の に 比 し て 明 瞭 と な っ て 音 質 の 向

上 が 認 め ら れ た 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 実 施 形 態 ４

　 図 ３ を 参 照 し な が ら 、 本 発 明 の 実 施 形 態 ４ に 係 る 楽 器 の 作 成 法 に つ い て 説 明 す る 。 な お

、 本 実 施 形 態 に お い て 、 楽 器 は バ イ オ リ ン と さ れ て い る 。 ま た 、 図 中 の 符 号 Ｓ １ １ な い し

Ｓ １ ６ は 、 ス テ ッ プ 番 号 を 示 す 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 ス テ ッ プ １ １ ： シ ェ ラ ッ ク を ア ル コ ー ル に 溶 解 し て な る シ ェ ラ ッ ク ニ ス に よ り バ イ オ リ

ン の 表 板 お よ び 裏 板 を 下 塗 り す る 。 下 塗 り は 、 刷 毛 塗 り ま た は タ ン ポ 擦 り に よ り 行 う 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 ス テ ッ プ １ ２ ： 表 板 お よ び 裏 板 が 吸 収 し き れ な か っ た 余 分 の シ ェ ラ ッ ク ニ ス を ア ル コ ー

ル を 含 浸 さ せ た 布 で 払 拭 し て 除 去 し た 後 に 乾 燥 さ せ る 。 乾 燥 時 間 は 、 ３ ０ 分 程 度 と す る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 ス テ ッ プ １ ３ ： 下 塗 り し た 表 板 お よ び 裏 板 を ヒ ー ト ガ ン に よ り 加 熱 し て シ ェ ラ ッ ク ニ ス

を 硬 化 さ せ る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 ス テ ッ プ １ ４ ： 過 乾 燥 を 防 止 す る た め 水 砥 ぎ す る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 ス テ ッ プ １ ５ ： オ イ ル ニ ス を 上 塗 し て 完 成 さ せ る 。 上 塗 り は 、 刷 毛 塗 り ま た は タ ン ポ 擦

り に よ り 行 う 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 ス テ ッ プ １ ６ ： 所 定 期 間 養 生 す る 。 加 熱 に よ る 影 響 を 排 除 す る た め で あ る 。 な お 、 所 定
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期 間 は 、 ６ ０ 日 以 上 と す る の が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

完 成 し た バ イ オ リ ン の Ａ 線 お よ び Ｅ 線 の 発 音 を Ｗ Ａ Ｖ 形 式 に て 録 音 保 存 し 、 解 析 ソ フ ト ａ

ｕ ｄ ａ ｃ ｉ ｔ ｙ に よ り 調 べ た 。 そ の 結 果 、 発 音 が 従 前 の も の に 比 し て 明 瞭 と な っ て 音 質 の

向 上 が 認 め ら れ た 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 加 熱 ・ 硬 化 工 程 の 詳 細

加 熱 す る 際 の ヒ ー ト ガ ン の 先 端 と 表 板 お よ び 裏 板 と の 距 離 は 、 ５ ｃ ｍ を 超 え な い よ う に す

る 。 距 離 は 、 好 ま し く は ２ ｃ ｍ な い し ５ ｃ ｍ と す る 。 ま た 、 ヒ ー ト ガ ン に よ る 加 熱 は 加 熱

温 度 が 摂 氏 ３ １ ０ 度 を 超 え な い よ う に す る 。 加 熱 温 度 は 、 好 ま し く は 摂 氏 ２ ０ ０ 度 な い し

摂 氏 ３ １ ０ 度 と す る 。 温 度 測 定 は 、 例 え ば 、 赤 外 線 温 度 計 に よ り 測 定 す る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 加 熱 は 、 接 着 部 分 お よ び 矧 ぎ 合 わ せ 部 分 が 加 熱 さ れ な い よ う 外 表 面 の ７ 割 程 度 と し 、 ま

た 接 着 面 を 押 し 合 う よ う に す る た め 主 ク ラ ン プ １ ０ (図 ４ 参 照 )に よ り 板 の 接 着 部 分 を 挟 み

込 ん だ 状 態 で 行 う 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 主 ク ラ ン プ １ ０ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 上 部 ク ラ ン プ 部 材 １ １ と 、 下 部 ク ラ ン プ 部 材 １

２ と 、 上 部 ク ラ ン プ 部 材 １ １ と 下 部 ク ラ ン プ 部 材 １ ２ と 連 結 す る 連 結 部 材 １ ３ と を 含 む も

の と さ れ る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 上 部 ク ラ ン プ 部 材 １ １ は 概 略 ロ ッ ド 状 と さ れ 、 上 部 ク ラ ン プ 部 １ １ ａ と 、 上 部 ク ラ ン プ

部 １ １ ａ を 螺 進 退 さ せ る た め の ネ ジ 部 １ １ ｂ と 、 把 持 部 １ １ ｃ と を 含 む も の と さ れ る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

下 部 ク ラ ン プ 部 材 １ ２ は 概 略 Ｌ 字 状 と さ れ 、 下 部 ク ラ ン プ 部 １ ２ ａ と 、 下 部 水 平 腕 部 １ ２

ｂ と 、 垂 直 ガ イ ド 部 １ ２ ｃ と を 含 む も の と さ れ る 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 連 結 部 材 １ ３ は 明 瞭 に は 図 示 は さ れ て い な い が 、 二 つ の 円 板 を 帯 材 で 連 結 し た 形 状 と さ

れ 、 ネ ジ 部 １ １ ｂ に 螺 合 さ れ る 雌 ネ ジ を 有 す る 推 進 部 １ ３ ａ と 、 垂 直 ガ イ ド 部 １ ２ ｃ と ス

ラ イ ド に 自 在 に 係 合 す る 透 孔 を 有 す る ガ イ ド 部 １ ３ ｂ と 、 推 進 部 １ ３ ａ と ガ イ ド 部 １ ３ ｂ

と を 連 結 す る 連 結 部 １ ３ ｃ と を 含 む も の と さ れ る 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 ま た 、 バ イ オ リ ン の 側 板 お よ び ギ タ ー の 側 板 の 加 熱 に は ガ ン の 口 を 細 い 口 に 付 け 替 え て

行 う 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 さ ら に 、 バ イ オ リ ン 側 板 と バ イ オ リ ン 表 板 お よ び バ イ オ リ ン 裏 板 と の 接 着 面 を ク ラ ン プ

す る た め に 側 板 ク ラ ン プ ２ ０ を 用 い る (図 ５ 参 照 )。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 側 板 ク ラ ン プ ２ ０ は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 一 対 の タ ー ン バ ッ ク ル ２ １ ， ２ １ を 中 心 と し

て 、 タ ー ン バ ッ ク ル ２ １ の 下 部 に 螺 合 す る 一 対 の 下 側 ネ ジ 部 材 ２ ２ ， ２ ２ と 、 タ ー ン バ ッ

ク ル ２ １ の 上 部 に 螺 合 す る 逆 Ｌ 字 状 と さ れ た 一 対 の 上 側 ネ ジ 部 材 ２ ３ ， ２ ３ と 、 下 側 ネ ジ

部 材 ２ ２ の 下 端 に 接 合 し バ イ オ リ ン 下 板 と 当 接 す る ベ ー ス ２ ４ と 、 上 側 ネ ジ 部 材 ２ ３ の 水

平 部 ２ ３ ａ に 係 合 す る 衝 立 ２ ６ と を 含 む も の と さ れ る 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

衝 立 ２ ６ は 、 ヒ ー ト ガ ン か ら の 熱 風 に よ り 側 板 ク ラ ン プ ２ ０ の 上 側 ネ ジ 部 材 ２ ３ が 加 熱 さ

れ て ヒ ー ト ブ リ ッ ジ が 形 成 さ れ る の を 避 け る た め の も の で あ る 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 試 験 例 １ お よ び 比 較 試 験 例 １

　 実 施 形 態 1の 作 成 法 に し た が っ て 楽 弓 を 得 た 。 す な わ ち 、 楽 弓 の 木 棹 に 下 塗 り お よ び 上

塗 り を シ ェ ラ ッ ク ニ ス に よ り 行 い 、 ヒ ー ト ガ ン に よ り 加 熱 し 、 つ い で 所 定 期 間 養 生 し 、 し

か る 後 に 弦 を 張 っ て 楽 弓 を 得 た 。 得 ら れ た 楽 弓 に よ り バ イ オ リ ン の Ａ 線 の フ ォ ル テ 状 態 の
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発 音 を Ｗ Ａ Ｖ 形 式 に て 録 音 保 存 し 、 解 析 ソ フ ト ａ ｕ ｄ ａ ｃ ｉ ｔ ｙ に よ り 調 べ 、 そ の 結 果 を

図 ６ の 上 部 に 示 す (試 験 例 １ )。

【 ０ ０ ６ １ 】

比 較 の た め に 加 熱 処 理 を し な か っ た 他 は 同 様 に し て 楽 弓 を 得 た 。 得 ら れ た 楽 弓 に よ り バ イ

オ リ ン の Ａ 線 の フ ォ ル テ 状 態 の 発 音 を Ｗ Ａ Ｖ 形 式 に て 録 音 保 存 し 、 解 析 ソ フ ト ａ ｕ ｄ ａ ｃ

ｉ ｔ ｙ に よ り 調 べ 、 そ の 結 果 を 図 ６ の 下 部 に 示 す (比 較 試 験 例 １ )。

【 ０ ０ ６ ２ 】

　 な お 、 図 ６ に お い て 、 横 軸 は 時 間 を 示 し 、 縦 軸 は 音 強 を 示 す 。 こ の こ と は 、 以 下 の 図 に

お い て も 同 様 と す る 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

　 図 ６ よ り 、 試 験 例 １ の 波 形 は 比 較 試 験 例 １ に 比 し て 波 形 お よ び そ の ピ ー ク が 鋭 い 偏 角 を

有 し て い る の が 認 め ら れ る 。 こ れ は 、 第 ２ 倍 音 よ り 高 音 側 の 倍 音 成 分 が 増 加 し た た め と 推

察 さ れ る 。

【 ０ ０ ６ ４ 】

　 試 験 例 ２ お よ び 比 較 試 験 例 ２

　 実 施 形 態 1の 作 成 法 に し た が っ て 楽 弓 を 得 た 。 得 ら れ た 楽 弓 に よ り バ イ オ リ ン の Ａ 線 の

ピ ア ノ 状 態 の 発 音 を Ｗ Ａ Ｖ 形 式 に て 録 音 保 存 し 、 解 析 ソ フ ト ａ ｕ ｄ ａ ｃ ｉ ｔ ｙ に よ り 調 べ

、 そ の 結 果 を 図 ７ の 上 部 に 示 す (試 験 例 ２ )。

【 ０ ０ ６ ５ 】

比 較 の た め に 加 熱 処 理 を し な か っ た 他 は 同 様 に し て 楽 弓 を 得 た 。 得 ら れ た 楽 弓 に よ り バ イ

オ リ ン の Ａ 線 の ピ ア ノ 状 態 の 発 音 を Ｗ Ａ Ｖ 形 式 に て 録 音 保 存 し 、 解 析 ソ フ ト ａ ｕ ｄ ａ ｃ ｉ

ｔ ｙ に よ り 調 べ 、 そ の 結 果 を 図 ７ の 下 部 に 示 す (比 較 試 験 例 ２ )。

【 ０ ０ ６ ６ 】

　 図 ７ よ り 、 試 験 例 ２ の 波 形 は 比 較 試 験 例 ２ に 比 し て 波 形 が 鋭 い 偏 角 を 有 し 、 し か も 縦 軸

に 関 し て 線 対 称 で あ る の が 認 め ら れ る 。 こ の 現 象 は 、 基 音 お よ び 第 １ 倍 音 、 低 音 側 の 倍 音

成 分 に 対 す る 第 ２ 倍 音 よ り 高 音 側 の 倍 音 成 分 が 一 定 以 上 比 を 超 え た 場 合 に 認 め ら れ る も の

で あ る 。 こ れ ら の こ と か ら 、 高 音 側 の 倍 音 成 分 が 増 加 し た も の と 推 察 さ れ る 。 つ ま り 、 第

２ 倍 音 よ り 高 音 側 の 倍 音 成 分 が 一 定 以 上 の 卓 越 し た 倍 音 構 造 に 変 化 し た も の と 推 察 さ れ る

。

【 ０ ０ ６ ７ 】

　 試 験 例 ３ お よ び 比 較 試 験 例 ３

　 実 施 形 態 1の 作 成 法 に し た が っ て 楽 弓 を 得 た 。 得 ら れ た 楽 弓 に よ り バ イ オ リ ン の Ｅ 線 の

フ ォ ル テ 状 態 の 発 音 を Ｗ Ａ Ｖ 形 式 に て 録 音 保 存 し 、 解 析 ソ フ ト ａ ｕ ｄ ａ ｃ ｉ ｔ ｙ に よ り 調

べ 、 そ の 結 果 を 図 ８ の 上 部 に 示 す (試 験 例 ３ )。

【 ０ ０ ６ ８ 】

比 較 の た め に 加 熱 処 理 を し な か っ た 他 は 同 様 に し て 楽 弓 を 得 た 。 得 ら れ た 楽 弓 に よ り バ イ

オ リ ン の Ｅ 線 の フ ォ ル テ 状 態 の 発 音 を Ｗ Ａ Ｖ 形 式 に て 録 音 保 存 し 、 解 析 ソ フ ト ａ ｕ ｄ ａ ｃ

ｉ ｔ ｙ に よ り 調 べ 、 そ の 結 果 を 図 ８ の 下 部 に 示 す (比 較 試 験 例 ３ )。

【 ０ ０ ６ ９ 】

　 図 ８ よ り 、 試 験 例 ３ の 波 形 は 比 較 試 験 例 ３ に 比 し て 低 音 第 １ 倍 音 、 高 音 側 第 １ ， ２ ， ３

， ４ ， ５ 倍 音 が 増 加 し て い る も の と 認 め ら れ る 。

【 ０ ０ ７ ０ 】

　 試 験 例 ４ お よ び 比 較 試 験 例 ４

　 実 施 形 態 1の 作 成 法 に し た が っ て 楽 弓 を 得 た 。 得 ら れ た 楽 弓 に よ り バ イ オ リ ン の Ｅ 線 の

ピ ア ノ 状 態 の 発 音 を Ｗ Ａ Ｖ 形 式 に て 録 音 保 存 し 、 解 析 ソ フ ト ａ ｕ ｄ ａ ｃ ｉ ｔ ｙ に よ り 調 べ

、 そ の 結 果 を 図 ９ の 上 部 に 示 す (試 験 例 ４ )。

【 ０ ０ ７ １ 】

比 較 の た め に 加 熱 処 理 を し な か っ た 他 は 同 様 に し て 楽 弓 を 得 た 。 得 ら れ た 楽 弓 に よ り バ イ

オ リ ン の Ｅ 線 の ピ ア ノ 状 態 の 発 音 を Ｗ Ａ Ｖ 形 式 に て 録 音 保 存 し 、 解 析 ソ フ ト ａ ｕ ｄ ａ ｃ ｉ

ｔ ｙ に よ り 調 べ 、 そ の 結 果 を 図 ９ の 下 部 に 示 す (比 較 試 験 例 ４ )。
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【 ０ ０ ７ ２ 】

　 図 ９ よ り 、 試 験 例 ４ の 波 形 は 比 較 試 験 例 ４ に 比 し て 低 音 第 １ 倍 音 、 高 音 側 第 １ ， ２ ， ３

， ４ ， ５ 倍 音 が 増 加 し て い る も の と 認 め ら れ る 。

【 ０ ０ ７ ３ 】

　 試 験 例 ５ お よ び 比 較 試 験 例 ５

　 実 施 形 態 ２ の 作 成 法 に し た が っ て バ イ オ リ ン を 得 た 。 す な わ ち 、 バ イ オ リ ン の 表 板 お よ

び 裏 板 に 下 塗 り お よ び 上 塗 り を シ ェ ラ ッ ク ニ ス に よ り 行 い 、 ヒ ー ト ガ ン に よ り 加 熱 し 、 つ

い で 所 定 期 間 養 生 し 、 し か る 後 に 弦 を 張 っ て バ イ オ リ ン を 得 た 。 得 ら れ た バ イ オ リ ン の Ａ

線 の フ ォ ル テ 状 態 の 発 音 を Ｗ Ａ Ｖ 形 式 に て 録 音 保 存 し 、 解 析 ソ フ ト ａ ｕ ｄ ａ ｃ ｉ ｔ ｙ に よ

り 調 べ 、 そ の 結 果 を 図 １ ０ の 上 部 に 示 す (試 験 例 ５ )。

【 ０ ０ ７ ４ 】

比 較 の た め に 加 熱 処 理 を し な か っ た 他 は 同 様 に し て バ イ オ リ ン を 得 た 。 得 ら れ た バ イ オ リ

ン の Ａ 線 の フ ォ ル テ 状 態 の 発 音 を Ｗ Ａ Ｖ 形 式 に て 録 音 保 存 し 、 解 析 ソ フ ト ａ ｕ ｄ ａ ｃ ｉ ｔ

ｙ に よ り 調 べ 、 そ の 結 果 を 図 １ ０ の 下 部 に 示 す (比 較 試 験 例 ５ )。

【 ０ ０ ７ ５ 】

　 図 １ ０ よ り 、 試 験 例 ５ の 波 形 は 比 較 試 験 例 ５ に 比 し て 波 形 お よ び そ の ピ ー ク が 鋭 い 偏 角

を 有 し て い る の が 認 め ら れ る 。 こ れ は 、 第 ２ 倍 音 よ り 高 音 側 の 倍 音 成 分 が 増 加 し た た め と

推 察 さ れ る 。

【 ０ ０ ７ ６ 】

　 試 験 例 ６ お よ び 比 較 試 験 例 ６

　 実 施 形 態 ２ の 作 成 法 に し た が っ て バ イ オ リ ン を 得 た 。 得 ら れ た バ イ オ リ ン の Ａ 線 の ピ ア

ノ 状 態 の 発 音 を Ｗ Ａ Ｖ 形 式 に て 録 音 保 存 し 、 解 析 ソ フ ト ａ ｕ ｄ ａ ｃ ｉ ｔ ｙ に よ り 調 べ 、 そ

の 結 果 を 図 １ １ の 上 部 に 示 す (試 験 例 ６ )。

【 ０ ０ ７ ７ 】

比 較 の た め に 加 熱 処 理 を し な か っ た 他 は 同 様 に し て バ イ オ リ ン を 得 た 。 得 ら れ た バ イ オ リ

ン の Ａ 線 の ピ ア ノ 状 態 の 発 音 を Ｗ Ａ Ｖ 形 式 に て 録 音 保 存 し 、 解 析 ソ フ ト ａ ｕ ｄ ａ ｃ ｉ ｔ ｙ

に よ り 調 べ 、 そ の 結 果 を 図 １ １ の 下 部 に 示 す (比 較 試 験 例 ６ )。

【 ０ ０ ７ ８ 】

　 図 １ １ よ り 、 図 ６ お よ び 図 ７ で 述 べ た 両 方 の 特 徴 が 表 れ て い る の が 認 め ら れ る 。 こ れ は

、 低 音 、 基 音 、 第 １ 倍 音 に 対 し 、 高 音 側 の 第 ２ ， ３ ， ４ ， ５ 倍 音 成 分 が 縦 軸 に 線 対 称 に 繋

が っ た 結 果 と 想 定 さ れ る 。 つ ま り 、 第 ２ 倍 音 よ り 高 音 側 の 倍 音 成 分 が 一 定 以 上 の 卓 越 し た

倍 音 構 造 に 変 化 し た も の と 推 察 さ れ る 。

【 ０ ０ ７ ９ 】

　 試 験 例 ７ お よ び 比 較 試 験 例 ７

　 実 施 形 態 ２ の 作 成 法 に し た が っ て バ イ オ リ ン を 得 た 。 得 ら れ た バ イ オ リ ン の Ｅ 線 の フ ォ

ル テ 状 態 の 発 音 を Ｗ Ａ Ｖ 形 式 に て 録 音 保 存 し 、 解 析 ソ フ ト ａ ｕ ｄ ａ ｃ ｉ ｔ ｙ に よ り 調 べ 、

そ の 結 果 を 図 １ ２ の 上 部 に 示 す (試 験 例 ７ )。

【 ０ ０ ８ ０ 】

比 較 の た め に 加 熱 処 理 を し な か っ た 他 は 同 様 に し て バ イ オ リ ン を 得 た 。 得 ら れ た バ イ オ リ

ン の Ｅ 線 の フ ォ ル テ 状 態 の 発 音 を Ｗ Ａ Ｖ 形 式 に て 録 音 保 存 し 、 解 析 ソ フ ト ａ ｕ ｄ ａ ｃ ｉ ｔ

ｙ に よ り 調 べ 、 そ の 結 果 を 図 １ ２ の 下 部 に 示 す (比 較 試 験 例 ７ )。

【 ０ ０ ８ １ 】

　 図 １ ２ よ り 、 高 音 側 の 第 ２ 倍 音 よ り 高 音 の 倍 音 成 分 が 増 加 し て ピ ー ク の 偏 角 が 鋭 く な っ

て い る の が 認 め ら れ る 。

【 ０ ０ ８ ２ 】

　 試 験 例 ８ お よ び 比 較 試 験 例 ８

　 実 施 形 態 ２ の 作 成 法 に し た が っ て バ イ オ リ ン を 得 た 。 得 ら れ た バ イ オ リ ン の Ｅ 線 の ピ ア

ノ 状 態 の 発 音 を Ｗ Ａ Ｖ 形 式 に て 録 音 保 存 し 、 解 析 ソ フ ト ａ ｕ ｄ ａ ｃ ｉ ｔ ｙ に よ り 調 べ 、 そ

の 結 果 を 図 １ ３ の 上 部 に 示 す (試 験 例 ８ )。

【 ０ ０ ８ ３ 】

10

20

30

40

50



(9) JP  6111474  B2  2017.4.12

比 較 の た め に 加 熱 処 理 を し な か っ た 他 は 同 様 に し て バ イ オ リ ン を 得 た 。 得 ら れ た バ イ オ リ

ン の Ｅ 線 の ピ ア ノ 状 態 の 発 音 を Ｗ Ａ Ｖ 形 式 に て 録 音 保 存 し 、 解 析 ソ フ ト ａ ｕ ｄ ａ ｃ ｉ ｔ ｙ

に よ り 調 べ 、 そ の 結 果 を 図 １ ３ の 下 部 に 示 す (比 較 試 験 例 ８ )。

【 ０ ０ ８ ４ 】

　 図 １ ３ よ り 、 高 音 側 の 第 ２ 倍 音 よ り 高 音 の 倍 音 成 分 が 増 加 し て 波 形 が 明 瞭 に な っ て い る

の が 認 め ら れ る 。

【 ０ ０ ８ ５ 】

試 験 例 ９ お よ び 比 較 試 験 例 ９

　 実 施 形 態 ４ の 作 成 法 に し た が っ て バ イ オ リ ン を 得 た 。 す な わ ち 、 バ イ オ リ ン の 表 板 お よ

び 裏 板 に 下 塗 り を シ ェ ラ ッ ク ニ ス に よ り 行 い 、 ヒ ー ト ガ ン に よ り 加 熱 し 、 つ い で オ イ ル ニ

ス に よ る 上 塗 り を し て 所 定 期 間 養 生 し 、 し か る 後 に 弦 を 張 っ て バ イ オ リ ン を 得 た 。 得 ら れ

た バ イ オ リ ン の Ａ 線 の フ ォ ル テ 状 態 の 発 音 を Ｗ Ａ Ｖ 形 式 に て 録 音 保 存 し 、 解 析 ソ フ ト ａ ｕ

ｄ ａ ｃ ｉ ｔ ｙ に よ り 調 べ 、 そ の 結 果 を 図 １ ４ の 上 部 に 示 す (試 験 例 ９ )。

【 ０ ０ ８ ６ 】

比 較 の た め に 加 熱 処 理 を し な か っ た 他 は 同 様 に し て バ イ オ リ ン を 得 た 。 得 ら れ た バ イ オ リ

ン の Ａ 線 の フ ォ ル テ 状 態 の 発 音 を Ｗ Ａ Ｖ 形 式 に て 録 音 保 存 し 、 解 析 ソ フ ト ａ ｕ ｄ ａ ｃ ｉ ｔ

ｙ に よ り 調 べ 、 そ の 結 果 を 図 １ ４ の 下 部 に 示 す (比 較 試 験 例 ９ )。

【 ０ ０ ８ ７ 】

　 図 １ ４ よ り 、 試 験 例 ９ の 波 形 は 比 較 試 験 例 ９ に 比 し て 第 １ 倍 音 に 対 し て 低 音 側 お よ び 高

音 側 の 第 ２ 倍 音 の 比 が 高 ま っ た 場 合 に 現 れ る 特 徴 が 認 め ら れ る 。

【 ０ ０ ８ ８ 】

試 験 例 １ ０ お よ び 比 較 試 験 例 １ ０

　 実 施 形 態 ４ の 作 成 法 に し た が っ て バ イ オ リ ン を 得 た 。 得 ら れ た バ イ オ リ ン の Ａ 線 の ピ ア

ノ 状 態 の 発 音 を Ｗ Ａ Ｖ 形 式 に て 録 音 保 存 し 、 解 析 ソ フ ト ａ ｕ ｄ ａ ｃ ｉ ｔ ｙ に よ り 調 べ 、 そ

の 結 果 を 図 １ ５ の 上 部 に 示 す (試 験 例 １ ０ )。

【 ０ ０ ８ ９ 】

比 較 の た め に 加 熱 処 理 を し な か っ た 他 は 同 様 に し て バ イ オ リ ン を 得 た 。 得 ら れ た バ イ オ リ

ン の Ａ 線 の ピ ア ノ 状 態 の 発 音 を Ｗ Ａ Ｖ 形 式 に て 録 音 保 存 し 、 解 析 ソ フ ト ａ ｕ ｄ ａ ｃ ｉ ｔ ｙ

に よ り 調 べ 、 そ の 結 果 を 図 １ ５ の 下 部 に 示 す (比 較 試 験 例 １ ０ )。

【 ０ ０ ９ ０ 】

　 図 １ ５ よ り 、 高 音 側 の 第 ４ 倍 音 お よ び 第 ５ 倍 音 の 音 響 レ ベ ル が 顕 著 に 増 加 し て い る の が

認 め ら れ る 。

【 ０ ０ ９ １ 】

試 験 例 １ １ お よ び 比 較 試 験 例 １ １

　 実 施 形 態 ４ の 作 成 法 に し た が っ て バ イ オ リ ン を 得 た 。 得 ら れ た バ イ オ リ ン の Ｅ 線 の フ ォ

ル テ 状 態 の 発 音 を Ｗ Ａ Ｖ 形 式 に て 録 音 保 存 し 、 解 析 ソ フ ト ａ ｕ ｄ ａ ｃ ｉ ｔ ｙ に よ り 調 べ 、

そ の 結 果 を 図 １ ６ の 上 部 に 示 す (試 験 例 １ １ )。

【 ０ ０ ９ ２ 】

比 較 の た め に 加 熱 処 理 を し な か っ た 他 は 同 様 に し て バ イ オ リ ン を 得 た 。 得 ら れ た バ イ オ リ

ン の Ｅ 線 の フ ォ ル テ 状 態 の 発 音 を Ｗ Ａ Ｖ 形 式 に て 録 音 保 存 し 、 解 析 ソ フ ト ａ ｕ ｄ ａ ｃ ｉ ｔ

ｙ に よ り 調 べ 、 そ の 結 果 を 図 １ ６ の 下 部 に 示 す (比 較 試 験 例 １ １ )。

【 ０ ０ ９ ３ 】

　 図 １ ６ よ り 、 試 験 例 １ １ の 波 形 は 比 較 試 験 例 １ １ に 比 し て 第 １ 倍 音 に 対 し て 低 音 側 お よ

び 高 音 側 の 第 ２ 倍 音 の 比 が 高 ま っ た 場 合 に 現 れ る 特 徴 が 認 め ら れ る 。

【 ０ ０ ９ ４ 】

試 験 例 １ ２ お よ び 比 較 試 験 例 １ ２

　 実 施 形 態 ４ の 作 成 法 に し た が っ て バ イ オ リ ン を 得 た 。 得 ら れ た バ イ オ リ ン の Ｅ 線 の ピ ア

ノ 状 態 の 発 音 を Ｗ Ａ Ｖ 形 式 に て 録 音 保 存 し 、 解 析 ソ フ ト ａ ｕ ｄ ａ ｃ ｉ ｔ ｙ に よ り 調 べ 、 そ

の 結 果 を 図 １ ７ の 上 部 に 示 す (試 験 例 １ ２ )。

【 ０ ０ ９ ５ 】
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比 較 の た め に 加 熱 処 理 を し な か っ た 他 は 同 様 に し て バ イ オ リ ン を 得 た 。 得 ら れ た バ イ オ リ

ン の Ｅ 線 の ピ ア ノ 状 態 の 発 音 を Ｗ Ａ Ｖ 形 式 に て 録 音 保 存 し 、 解 析 ソ フ ト ａ ｕ ｄ ａ ｃ ｉ ｔ ｙ

に よ り 調 べ 、 そ の 結 果 を 図 １ ７ の 下 部 に 示 す (比 較 試 験 例 １ ２ )。

【 ０ ０ ９ ６ 】

　 図 １ ７ よ り 、 試 験 例 １ ２ の 波 形 は 比 較 試 験 例 １ ２ に 比 し て 第 １ 倍 音 に 対 し て 低 音 側 お よ

び 高 音 側 の 第 ２ 倍 音 の 比 が 高 ま っ た 場 合 に 現 れ る 特 徴 が 認 め ら れ る 。

【 ０ ０ ９ ７ 】

試 験 例 １ ３ お よ び 比 較 試 験 例 １ ３

　 実 施 形 態 ３ の 作 成 法 に し た が っ て ギ タ ー を 得 た 。 す な わ ち 、 ギ タ ー の 表 板 お よ び 裏 板 に

下 塗 り お よ び 上 塗 り を シ ェ ラ ッ ク ニ ス に よ り 行 い 、 ヒ ー ト ガ ン に よ り 加 熱 し て 所 定 期 間 養

生 し 、 し か る 後 に 弦 を 張 っ て ギ タ ー を 得 た 。 得 ら れ た ギ タ ー の Ａ 線 の デ ィ ケ イ 状 態 の 発 音

を Ｗ Ａ Ｖ 形 式 に て 録 音 保 存 し 、 解 析 ソ フ ト ａ ｕ ｄ ａ ｃ ｉ ｔ ｙ に よ り 調 べ 、 そ の 結 果 を 図 １

８ の 上 部 に 示 す (試 験 例 １ ３ )。

【 ０ ０ ９ ８ 】

比 較 の た め に 加 熱 処 理 を し な か っ た 他 は 同 様 に し て ギ タ ー を 得 た 。 得 ら れ た ギ タ ー の Ａ 線

の デ ィ ケ イ 状 態 の 発 音 を Ｗ Ａ Ｖ 形 式 に て 録 音 保 存 し 、 解 析 ソ フ ト ａ ｕ ｄ ａ ｃ ｉ ｔ ｙ に よ り

調 べ 、 そ の 結 果 を 図 １ ８ の 下 部 に 示 す (比 較 試 験 例 １ ３ )。

【 ０ ０ ９ ９ 】

　 図 １ ８ よ り 、 試 験 例 １ ３ の 波 形 に は 、 高 音 側 の 倍 音 成 分 が 増 加 し た 場 合 に お け る 特 徴 的

な 振 幅 が 認 め ら れ る 。

【 ０ １ ０ ０ 】

試 験 例 １ ４ お よ び 比 較 試 験 例 １ ４

　 実 施 形 態 ３ の 作 成 法 に し た が っ て ギ タ ー を 得 た 。 得 ら れ た ギ タ ー の Ａ 線 の サ ス テ イ ン 状

態 の 発 音 を Ｗ Ａ Ｖ 形 式 に て 録 音 保 存 し 、 解 析 ソ フ ト ａ ｕ ｄ ａ ｃ ｉ ｔ ｙ に よ り 調 べ 、 そ の 結

果 を 図 １ ９ の 上 部 に 示 す (試 験 例 １ ４ )。

【 ０ １ ０ １ 】

比 較 の た め に 加 熱 処 理 を し な か っ た 他 は 同 様 に し て ギ タ ー を 得 た 。 得 ら れ た ギ タ ー の Ａ 線

の サ ス テ イ ン 状 態 の 発 音 を Ｗ Ａ Ｖ 形 式 に て 録 音 保 存 し 、 解 析 ソ フ ト ａ ｕ ｄ ａ ｃ ｉ ｔ ｙ に よ

り 調 べ 、 そ の 結 果 を 図 １ ９ の 下 部 に 示 す (比 較 試 験 例 １ ４ )。

【 ０ １ ０ ２ 】

　 図 １ ９ よ り 、 試 験 例 １ ４ の 波 形 に は 、 高 音 側 の 倍 音 成 分 が 増 加 し た 場 合 に お け る 特 徴 的

な 振 幅 が 認 め ら れ る 。

【 ０ １ ０ ３ 】

試 験 例 １ ５ お よ び 比 較 試 験 例 １ ５

　 実 施 形 態 ３ の 作 成 法 に し た が っ て ギ タ ー を 得 た 。 得 ら れ た ギ タ ー の Ｅ 線 の デ ィ ケ イ 状 態

の 発 音 を Ｗ Ａ Ｖ 形 式 に て 録 音 保 存 し 、 解 析 ソ フ ト ａ ｕ ｄ ａ ｃ ｉ ｔ ｙ に よ り 調 べ 、 そ の 結 果

を 図 ２ ０ の 上 部 に 示 す (試 験 例 １ ５ )。

【 ０ １ ０ ４ 】

比 較 の た め に 加 熱 処 理 を し な か っ た 他 は 同 様 に し て ギ タ ー を 得 た 。 得 ら れ た ギ タ ー の Ｅ 線

の デ ィ ケ イ 状 態 の 発 音 を Ｗ Ａ Ｖ 形 式 に て 録 音 保 存 し 、 解 析 ソ フ ト ａ ｕ ｄ ａ ｃ ｉ ｔ ｙ に よ り

調 べ 、 そ の 結 果 を 図 ２ ０ の 下 部 に 示 す (比 較 試 験 例 １ ５ )。

【 ０ １ ０ ５ 】

　 図 ２ ０ よ り 、 試 験 例 １ ５ の 波 形 に は 、 高 音 側 の 倍 音 成 分 が 増 加 し た 場 合 に お け る 特 徴 的

な 振 幅 が 認 め ら れ る 。

【 ０ １ ０ ６ 】

試 験 例 １ ６ お よ び 比 較 試 験 例 １ ６

　 実 施 形 態 ３ の 作 成 法 に し た が っ て ギ タ ー を 得 た 。 得 ら れ た ギ タ ー の Ｅ 線 の サ ス テ イ ン 状

態 の 発 音 を Ｗ Ａ Ｖ 形 式 に て 録 音 保 存 し 、 解 析 ソ フ ト ａ ｕ ｄ ａ ｃ ｉ ｔ ｙ に よ り 調 べ 、 そ の 結

果 を 図 ２ １ の 上 部 に 示 す (試 験 例 １ ６ )。

【 ０ １ ０ ７ 】
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比 較 の た め に 加 熱 処 理 を し な か っ た 他 は 同 様 に し て ギ タ ー を 得 た 。 得 ら れ た ギ タ ー の Ｅ 線

の サ ス テ イ ン 状 態 の 発 音 を Ｗ Ａ Ｖ 形 式 に て 録 音 保 存 し 、 解 析 ソ フ ト ａ ｕ ｄ ａ ｃ ｉ ｔ ｙ に よ

り 調 べ 、 そ の 結 果 を 図 ２ １ の 下 部 に 示 す (比 較 試 験 例 １ ６ )。

【 ０ １ ０ ８ 】

　 図 ２ １ よ り 、 試 験 例 １ ６ の 波 形 に は 、 高 音 側 の 倍 音 成 分 が 増 加 し た 場 合 に お け る 特 徴 的

な 振 幅 が 認 め ら れ る 。

【 ０ １ ０ ９ 】

　 以 上 、 本 発 明 を 実 施 形 態 お よ び 実 施 例 に 基 づ い て 説 明 し て き た が 、 本 発 明 か か る 実 施 形

態 お よ び 実 施 例 の み に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 種 々 改 変 が 可 能 で あ る 。

【 ０ １ １ ０ 】

　 例 え ば 、 本 実 施 形 態 で は 、 シ ェ ラ ッ ク ニ ス 層 の 形 成 は 外 表 面 に の み と さ れ て い る が 、 内

表 面 に 形 成 さ れ て も よ い 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ １ １ １ 】

　 本 発 明 は 、 音 楽 産 業 に 適 用 で き る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ １ １ ２ 】

　 １ ０ 　 　 　 主 ク ラ ン プ

１ １ 　 　 　 上 部 ク ラ ン プ 部 材

１ １ ａ 　 　 上 部 ク ラ ン プ 部

１ １ ｂ 　 　 ネ ジ 部

１ １ ｃ 　 　 把 持 部

１ ２ 　 　 　 下 部 ク ラ ン プ 部 材

１ ２ ａ 　 　 下 部 ク ラ ン プ 部

１ ２ ｂ 　 　 下 部 水 平 腕 部

１ ２ ｃ 　 　 垂 直 ガ イ ド 部

１ ３ 　 　 　 連 結 部 材

　 ２ ０ 　 　 　 側 板 ク ラ ン プ

２ １ 　 　 　 タ ー ン バ ッ ク ル

　 ２ ２ 　 　 　 下 側 ネ ジ 部 材

２ ３ 　 　 　 上 側 ネ ジ 部 材

２ ３ ａ 　 　 水 平 部

　 ２ ４ 　 　 　 ベ ー ス

　 ２ ６ 　 　 　 衝 立
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】
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【 図 ２ １ 】
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